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その他の主な内容
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16  十日町市空き家バンク開設
 全国学力・学習状況調査結果
 第48回十日町市美術展
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ピックアップニュース

（
２
〜
11
ペ
ー
ジ
）

十
日
町
市
制
施
行
10
周
年

感
謝
と
革
新
、

そ
し
て
新
た
な
ス
テ
ー
ジ
へ

特 集

わ
た
し
も
10
歳

 

十
日
町
市
も
10
歳

1 1
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平
成
17
年
４
月
１
日
で
新
市
誕
生
か
ら

10
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

十
日
町
市
の
10
年
は
、

あ
な
た
の
10
年
で
も
あ
り
ま
す
。

あ
な
た
の
10
年
、

ど
ん
な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
か
。

何
を
感
じ
ま
し
た
か
。

本
特
集
は
、
10
年
を
振
り
返
る
と
と
も
に
、

十
日
町
市
と
皆
さ
ん
が
未
来
に
向
か
っ
て

そ
れ
ぞ
れ
の
ス
ト
ー
リ
ー
を
描
く
き
っ
か
け
と
し
て

お
贈
り
し
ま
す
。

2市報とおかまち　平成27年11月10日号市報とおかまち　平成27年11月10日号3

ステージへ感謝と革新、そして新たな

十日町市誕生10周年
感謝と革新、そして新たなステージへ特集

十
日
町
市
長  

関
口 

芳
史 

10
年
目
の
節
目
を
迎
え
た
今
、
私
は

合
併
を
選
択
し
た
こ
と
は
正
し
か
っ
た

と
確
信
し
て
い
ま
す
。
現
在
は
、
合
併

前
の
各
市
町
村
の
強
み
が
新
市
の
強
み

と
な
り
、
足
り
な
い
と
こ
ろ
は
市
全
体

で
補
う
形
が
で
き
あ
が
り
ま
し
た
。

川
西
地
域
で
息
づ
い
て
い
た
「
協
働

の
ま
ち
づ
く
り
」、
中
里
地
域
で
培
わ

れ
て
い
る
消
防
団
の
伝
統
の
団
結
力
、

松
代
地
域
で
築
か
れ
た
世
田
谷
区
・
早

稲
田
大
学
な
ど
と
の
交
流
、
松
之
山
地

域
の
松
之
山
温
泉
や
美
人
林
な
ど
の
大

自
然
の
恵
み
な
ど
、各
地
域
の
強
み
は
、

市
経
済
の
中
心
地
で
あ
る
十
日
町
地
域

を
通
じ
て
相
互
に
連
携
し
、
市
の
一
体

的
な
施
策
の
展
開
に
確
か
に
生
か
さ
れ

て
い
ま
す
。

市
民
と
応
援
団
の
力
で
創
ら
れ
た

十
日
町
市
。
こ
の
こ
と
に
感
謝

こ
れ
か
ら
の
未
来
へ
の
ス
ト
ー
リ
ー

を
共
に
描
き
ま
し
ょ
う

と
こ
ろ
で
、
合
併
後
10
年
の
歩
み
を

振
り
返
り
ま
す
と
、
決
し
て
順
風
満
帆

と
言
え
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
合
併
直
後
は
前
年
10
月
23
日
に
発

生
し
た
中
越
大
震
災
か
ら
の
復
興
に
全

力
を
注
が
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し

た
し
、
そ
の
後
も
地
震
や
豪
雨
、
豪
雪

で
難
局
が
続
き
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、

次
の
時
代
に
つ
な
が
る
財
産
を
手
に
入

れ
る
こ
と
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
は
、
十
日
町
市
を
愛
し
、
理
解

し
、
応
援
し
て
く
れ
る
外
部
の
サ
ポ
ー

タ
ー
の
皆
さ
ん
と
の
絆

き
ず
な

で
す
。
大
地
の

芸
術
祭
サ
ポ
ー
タ
ー
の
「
こ
へ
び
隊
」

や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｊ

ジ
�
ン

Ｅ
Ｎ
か
ら
復
興
支
援

に
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。
市
内
出

身
の
皆
さ
ま
か
ら
も
、
物
心
両
面
に
わ

た
る
ご
支
援
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
多

く
の
友
好
都
市
の
皆
さ
ま
か
ら
も
た
く

さ
ん
激
励
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
10
年
間
で
培
っ
た
強
い
絆
で
結

ば
れ
た
市
民
と
サ
ポ
ー
タ
ー
の
皆
さ
ん

が
、
共
に
地
域
を
盛
り
立
て
て
い
た
だ

く
こ
と
で
、
さ
ら
に
多
く
の
人
が
集
ま

り
、
刺
激
し
合
い
、
そ
れ
に
よ
っ
て
志

を
持
っ
た
市
民
が
育
っ
て
い
く
と
信
じ

て
い
ま
す
。
そ
れ
が
新
た
な
ス
テ
ー
ジ

に
向
か
う
ス
ト
ー
リ
ー
に
は
欠
か
せ
な

い
も
の
と
な
る
と
考
え
ま
す
。

こ
の
貴
重
な
絆
を
さ
ら
に
強
固
な
も

の
と
し
、
市
民
一
人
ひ
と
り
が
十
日
町

市
の
成
長
を
実
感
し
、「
あ
あ
、
や
っ

ぱ
り
十
日
町
市
で
生
き
て
良
か
っ
た
」

と
心
か
ら
思
え
る
よ
う
、
全
力
で
ま
ち

づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

市制施行10周
年記念誌

企画政策課・

各支所にて

500円で頒布中

十日町市制施行

10周
年記念誌を

もとに特集します

十
日
町
市
誕
生

周
年Facebook ページ

 「とおかまち未来 Story」
で配信中
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■1

■2

■3

■7

■8

■6 ■4

■5

■9

■10

■13

■12

■11

■14

ふりかえる10年
多くの組織が生まれ、多くの取組みが始まり、多くの施

設が出来上がった10年間。一方で多くの災害に見舞われ、

そのたびに市民の力をもって立ち上がった10年間でもあ

りました。写真と年表で10年をふりかえります。

旧中里村村長／
合併当初の市長職務執行者

山本 茂穂さん(桂）
※山本さんは９月21日に逝去さ
れました

２
０
０
５
年
﹇
平
成
17
年
﹈

❹ 

新
・
十
日
町
市
誕
生
1

❺ 

市
長
・
市
議
会
議
員
選
挙

❽ 

市
内
各
地
域
で
地
域
協
議
会
が
発
足

10 

新
十
日
町
市
観
光
協
会
発
足

２
０
０
７
年
﹇
平
成
19
年
﹈

❹ 

十
日
町
地
域
に
７
つ
の
地
域
協
議
会
が
設
立

❼ 

中
越
沖
地
震
発
生
4

❽ 

川
西
支
所
庁
舎
完
成

２
０
０
８
年
﹇
平
成
20
年
﹈

❹ 

真
田
ト
ン
ネ
ル
開
通
5

❾ 

信
越
ト
レ
イ
ル
全
線
開
通

❾ 

Ｊ
Ｒ
信
濃
川
発
電
所
宮
中
取
水
ダ
ム
で
不
正
取
水
発
覚

10 

雪
国
観
光
圏
発
足

11 

国
道
３
５
３
号
松
之
山
バ
イ
パ
ス
開
通
6

❸ 

Ｊ
Ｒ
東
日
本
の
信
濃
川
水
利
使
用
許
可
申
請
の
同
意
書
に
調
印
9

❸ 

大
地
の
芸
術
祭
実
行
委
員
会
が
第
7
回
オ
ー
ラ
イ
！
ニ
ッ
ポ
ン
大
賞
受
賞

❹ 

松
之
山
温
泉
で
全
国
初
の
温
泉
発
電
取
組
み
開
始

❼ 

十
日
町
市
エ
コ
ポ
イ
ン
ト
事
業
始
ま
る

❽ 

上
越
魚
沼
地
域
振
興
快
速
道
路
八
箇
峠
ト
ン
ネ
ル
十
日
町
市
側
の
掘
削
開
始
10

12 

市
総
合
計
画
後
期
基
本
計
画
策
定

２
０
１
０
年
﹇
平
成
22
年
﹈

❸ 

長
野
県
北
部
地
震
発
生
11

❼ 

平
成
23
年
7
月
新
潟
・
福
島
豪
雨
災
害
発
生
12

２
０
１
１
年
﹇
平
成
23
年
﹈

❸ 

市
役
所
本
庁
車
庫
棟
を
防
災
拠
点
と
し
て
整
備

❹ 

ク
ロ
ス
テ
ン
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

❹ 

地
域
自
治
組
織
に
よ
る
新
し
い
自
治
の
仕
組
み
が
始
ま
る

❼ 

越
後
妻
有
里
山
現
代
美
術
館
﹇
キ
ナ
ー
レ
﹈
オ
ー
プ
ン

❼ 

第
５
回
大
地
の
芸
術
祭
開
幕

❼ 

ジ
ャ
パ
ン
・
ク
ロ
ア
チ
ア
フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ
ハ
ウ
ス
完
成

11 

Ｊ
Ｒ
飯
山
線
に
Ｓ
Ｌ
が
40
年
ぶ
り
に
運
行
13

11 

国
道
２
５
３
号
池
尻
大
橋
・
長
者
原
橋
開
通

２
０
１
２
年
﹇
平
成
24
年
﹈

❶ 

駅
西
土
地
区
画
整
理
事
業
が
完
了

❹ 

十
日
町
小
学
校
・
ふ
れ
あ
い
の
丘
特
別
支
援
学
校
・
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
が
併

設
の
「
夢
の
学
校
」
開
設
14

❹ 

市
長
・
市
議
会
議
員
選
挙

❻ 

中
心
市
街
地
活
性
化
基
本
計
画
が
国
か
ら
認
定

12 

市
道
の
除
雪
制
度
を
全
市
統
一

２
０
１
３
年
﹇
平
成
25
年
﹈

❷ 

ソ
チ
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
市
内
出
身
3
選
手
が
奮
闘

❸ 

越
後
妻
有 

雪
花
火
を
初
開
催
15

❺ 

市
内
全
中
学
校
区
で
小
中
一
貫
教
育
本
格
ス
タ
ー
ト

❼ 

本
町
西
線
全
線
開
通

❾ 

吉
田
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
競
技
場
が
、
国
際
ス
キ
ー
連
盟
公
認
コ
ー
ス
に
認
定

10 

十
日
町
市
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
を
制
定

２
０
１
４
年
﹇
平
成
26
年
﹈〜
２
０
１
５
年
﹇
平
成
27
年
﹈

２
０
０
９
年
﹇
平
成
21
年
﹈

❷ 

第
64
回
国
民
体
育
大
会
「
ト
キ
め
き
新
潟
国
体
」
冬
季
大
会
ス
キ
ー
競
技
会 

　

開
催
7

❹ 

市
長
・
市
議
会
議
員
選
挙

❼ 

第
４
回
大
地
の
芸
術
祭
開
幕

❾ 

地
域
お
こ
し
協
力
隊
が
市
内
で
活
動
開
始
8

10 

第
15
回
全
国
棚
田
（
千
枚
田
）
サ
ミ
ッ
ト
開
催

10「
ト
キ
め
き
新
潟
国
体
」
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
競
技
大
会
開
催

２
０
０
６
年
﹇
平
成
18
年
﹈

❶ 

平
成
18
年
豪
雪
2

❶ 

エ
フ
エ
ム
と
お
か
ま
ち
開
局
3

❹ 

千
手
中
央
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
開
館

❺ 

大
貝
ト
ン
ネ
ル
・
白
倉
大
橋
開
通

❻ 

千
年
―
池
尻
間
大
橋
開
通

❻ 

十
日
町
市
総
合
計
画
・
基
本
構
想
策
定

❼ 

第
３
回
大
地
の
芸
術
祭
開
幕

10 
中
里
支
所
新
庁
舎
開
庁

合
併
の
5
年
ほ
ど
前
か
ら
、
各
市

町
村
で
話
し
合
い
や
集
落
ご
と
の
説

明
会
な
ど
が
重
ね
ら
れ
、
お
お
よ
そ

の
枠
組
み
が
決
ま
り
、
平
成
16
年
4

月
に
法
定
協
議
会
が
設
置
さ
れ
ま
し

た
。
そ
こ
で
合
併
に
関
す
る
さ
ま
ざ

ま
な
こ
と
を
協
議
し
ま
し
た
。
新
市

の
名
称
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
や
業

界
の
思
い
も
あ
り
、
難
航
し
ま
し
た

ね
。公
募
で
千
近
く
の
案
が
集
ま
り
、

最
終
的
な
2
案
は
「
十
日
町
」
と
「
美

雪
」
で
し
た
。
合
併
前
も
後
も
確
か

に
摩
擦
は
あ
り
ま
し
た
が
、
当
時
の

私
は
、
大
局
的
に
見
て
将
来
的
に
は

住
民
の
ほ
と
ん
ど
が
「
よ
か
っ
た
」

と
思
え
る
よ
う
に
な
る
。
ま
た
、
そ

う
し
て
い
か
な
く
て
は
い
け
な
い
と

考
え
て
い
ま
し
た
。合
併
か
ら
10
年
。

こ
れ
か
ら
も
市
民
一
人
ひ
と
り
に
優

し
い
き
め
細
か
な
市
政
を
願
っ
て
い

ま
す
。

市
民
一
人
ひ
と
り
に
優
し
い
、
き

め
細
か
な
市
政
を
願
っ
て
い
ま
す

■15

十日町市誕生10周年
感謝と革新、そして新たなステージへ特集 特集

十日町市誕生10周年
感謝と革新、そして新たなステージへ

●は起こった月

4市報とおかまち　平成27年11月10日号

川西有機センター完成（2005年７月）小貫閉村式（2007年11月）

清水の棚田復興田植え（2013年６月）

中越地震10年の節目としてNHKのど自慢
開催（2014年10月）
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市
民
の
夢
＝
明
日
の
十
日
町
市

十
日
町
市
の
10
年
は
、
市
民
一
人
ひ
と
り
の
活
動
が
つ
く
り
上
げ
た
も
の
。
こ
れ
か
ら
も
市
民
の
思
い

が
形
に
な
�
て
ま
ち
が
つ
く
ら
れ
ま
す
。
市
民
の
夢
は
明
日
の
十
日
町
市
―
。
そ
こ
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分

野
で
活
躍
し
て
い
る
市
民
10
人
に
、
将
来
の
夢
を
語
�
て
も
ら
い
ま
し
た
。

十
日
町
・
津
南
若
手
フ
�
�
マ
�
ズ

「
ち
�
�
は
ん
」

リ
�
ダ
� 

宮
澤 

健
太
郎
さ
ん

︵
小
黒
沢
︶

平
成
26
年
夏
、
十
日
町

市
と
津
南
町
の
若
手
農
家

が
集
ま
っ
て
「
ち
�
ー
は

ん
」
を
結
成
し
ま
し
た
。
里

山
カ
タ
ロ
グ
本
を
作
る
な

ど
他
業
種
と
交
流
し
な
が

ら
、
農
業
と
地
域
の
可
能

性
を
広
げ
る
べ
く
活
動
し

て
い
ま
す
。
夢
は
、
若
い

農
業
後
継
者
を
増
や
し
て
、

み
ん
な
で
こ
の
地
に
農
業

の
テ
ー
マ
パ
ー
ク
を
作
る

こ
と
で
す
。

農
業
の
テ
ー
マ
パ
ー
ク
を

つ
く
り
た
い

吉
澤
織
物
㈱

主
任 

村
山 

拓
郎
さ
ん

︵
田
沢
本
村
︶

伝
統
的
工
芸
品
「
十
日

町
明
石
ち
ぢ
み
」
の
企
画
制

作
を
担
当
。
自
分
の
デ
ザ
イ

ン
が
形
に
な
っ
て
世
に
出

る
こ
と
に
や
り
が
い
と
誇

り
を
感
じ
ま
す
。
先
達
の
伝

統
工
芸
士
の
技
術
や
心
構

え
の
教
示
に
感
謝
し
な
が

ら
、
伝
統
工
芸
士
を
目
指
し

て
研
さ
ん
を
積
み
、「
十
日

町
明
石
ち
ぢ
み
」
の
名
を
国

内
外
に
広
げ
て
い
き
た
い

で
す
。

十
日
町
明
石
ち
ぢ
み
の
伝

統
技
術
を
伝
え
継
ぎ
た
い

小
学
生
の
と
き
か
ら
憧

れ
て
い
た
大
工
に
な
り
ま

し
た
。
技
能
五
輪
全
国
大
会

で
優
勝
（
女
性
で
初
の
日
本

一
）、
翌
年
の
技
能
五
輪
国

際
大
会
に
日
本
代
表
と
し

て
出
場
し
ま
し
た
。
こ
の
経

験
を
生
か
し
、
雪
国
で
も
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
純
和
風

の
家
を
建
て
ら
れ
る
一
人

前
の
大
工
を
目
指
し
て
仕

事
に
励
ん
で
い
ま
す
。

経
験
を
生
か
し
て
、
一
人

前
の
大
工
に

大
工
︵
尾
身
建
築
︶

廣
井 

真
穂
さ
ん

︵
北
新
田
︶

昭
和
45
年
ご
ろ
か
ら
始

ま
っ
た
吉
田
地
区
の
ク
ロ

ス
カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー
の

コ
ー
ス
整
備
。
今
で
は
Ｆ
Ｉ

Ｓ
公
認
コ
ー
ス
と
な
り
国

際
大
会
も
可
能
に
な
り
ま

し
た
。
今
後
は
、
オ
リ
ン

ピ
�
ク
選
手
の
輩
出
は
も

ち
ろ
ん
、
サ
�
カ
ー
や
ロ
ー

ラ
ー
ス
キ
ー
な
ど
の
環
境

整
備
を
進
め
、
多
目
的
の
施

設
と
し
て
充
実
さ
せ
て
い

き
た
い
で
す
。

吉
田
の
競
技
場
か
ら
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
選
手
を
！

十
日
町
ス
キ
�
協
会

会
長 

小
山 

勇
蔵
さ
ん

︵
北
鐙
坂
︶

「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
」

と
し
て
移
住
、
地
域
の
人
た

ち
の
た
く
ま
し
さ
と
優
し

さ
、
地
元
の
お
い
し
い
食
材

に
魅
か
れ
、
定
住
を
決
め

ま
し
た
。
任
務
終
了
後
は
、

シ
カ
ゴ
ピ
ザ
と
各
地
の
地

ビ
ー
ル
を
楽
し
め
る
お
店

を
オ
ー
プ
ン
。
次
の
夢
は
、

地
元
食
材
を
使
っ
た
「
十

日
町
地
ビ
ー
ル
」。
た
だ
今
、

勉
強
＆
構
想
中
で
す
。

た
だ
い
ま
「
十
日
町
地
ビ
ー

ル
」
構
想
中
！

Ａエ
�
ル

Ｌ
Ｅ
ビ
ア
＆
ピ
�
ツ
�

オ
�
ナ
� 

高
木 

千
歩
さ
ん

︵
宮
下
町
︶

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

市
民
活
動

ネ
�
ト
ワ
�
ク
ひ
と
サ
ポ

理
事
長 

渡
貫 

文
人
さ
ん

︵
上
野
︶

ひ
と
サ
ポ
は
、
市
内
の

人
や
団
体
を
つ
な
ぎ
、
市
民

活
動
を
充
実
さ
せ
る
取
組

み
を
平
成
23
年
か
ら
し
て

い
ま
す
。「
十
日
町
に
は
や

り
た
い
こ
と
を
叶
え
て
く

れ
る
受
け
皿
が
あ
る
」
│
。

市
外
の
若
い
人
の
言
葉
で

す
。
今
後
は
、
さ
ら
に
市
民

活
動
を
盛
り
上
げ
な
が
ら
、

市
外
の
人
た
ち
と
の
交
流

に
も
力
を
入
れ
て
い
き
た

い
で
す
。

市
民
の
力
で
ま
ち
を
盛
り

上
げ
た
い

不
老
閣
デ
イ
サ
�
ビ
ス
セ
ン
タ
�

生
活
相
談
員

志
賀 

美
智
子
さ
ん

　
　
　︵
松
之
山
三
桶
︶

生
ま
れ
育
っ
た
地
域
に

恩
返
し
が
し
た
く
て
、
福
祉

の
世
界
に
。
現
在
、
松
之
山

の
施
設
で
、
一
人
ひ
と
り
に

合
わ
せ
た
過
ご
し
方
の
ケ

ア
プ
ラ
ン
を
提
供
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
寸
劇
な
ど
で

認
知
症
へ
の
理
解
を
促
す

活
動
を
始
め
ま
し
た
。
今
後

も
、
地
域
の
人
た
ち
と
一
緒

に
、
よ
り
良
い
在
宅
ケ
ア
が

で
き
る
環
境
を
つ
く
り
た

い
で
す
。

支
え
合
い
で
、
誰
も
が
穏

や
か
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
を

十
日
町
市
消
防
団
女
性
部

部
長 

高
野 

芳
子
さ
ん

　
　
　
　
　
　︵
北
新
田
︶ 

「
地
域
社
会
に
役
立
ち
た

い
」
と
い
う
思
い
か
ら
平

成
20
年
に
入
団
し
ま
し
た
。

災
害
や
有
事
の
と
き
の
後

方
支
援
は
も
ち
ろ
ん
、
普
段

も
、
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
世

帯
の
巡
回
や
、
紙
芝
居
で
子

ど
も
た
ち
へ
の
啓
発
も
し

て
い
ま
す
。
今
後
も
活
動
を

通
し
て
、
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
ま
ち
づ
く
り
に
貢
献
し

て
い
き
た
い
で
す
。

安
心
な
暮
ら
し
の
た
め
、

地
域
に
根
ざ
し
た
活
動
を

ラ
フ
テ
�
ン
グ
ガ
イ
ド

村
越 

利
博
さ
ん

　
　
　
　
　︵
上
山
︶

平
成
26
年
か
ら
ラ
フ

テ
ィ
ン
グ
ガ
イ
ド
を
し
て

い
ま
す
。
日
本
一
の
大
河
・

信
濃
川
は
、
激
し
い
瀬
も

雄
大
な
流
れ
も
体
感
で
き
、

子
ど
も
も
大
人
も
楽
し
め

ま
す
。
市
内
に
は
、
他
に
も

カ
ヌ
ー
・
釣
り
・
ト
レ
�
キ

ン
グ
な
ど
の
素
晴
ら
し
い

フ
ィ
ー
ル
ド
が
あ
り
ま
す
。

十
日
町
市
を
ア
ウ
ト
ド
ア

ス
ポ
ー
ツ
の
メ
�
カ
に
し

た
い
で
す
。

安
心
し
て
楽
し
め
る
ア
ウ

ト
ド
ア
ス
ポ
ー
ツ
王
国
に

大
地
の
芸
術
祭
は
今
年

で
6
回
目
。
第
3
回
展
か
ら

手
伝
っ
て
い
ま
す
。
毎
日
の

よ
う
に
国
内
外
の
素
晴
ら

し
い
人
た
ち
と
ふ
れ
あ
え

る
最
高
の
機
会
だ
と
思
い

ま
す
。信
濃
川
・
里
山
・
豪
雪
・

食
な
ど
、
市
の
宝
を
Ｐ
Ｒ

で
き
る
場
で
も
あ
り
ま
す
。

も
っ
と
市
民
の
参
加
が
増

え
、
全
て
の
集
落
が
関
わ
れ

れ
ば
い
い
な
と
思
い
ま
す
。

大
地
の
芸
術
祭

地
元
サ
ポ
�
タ
�
／
ツ
ア
�
ガ
イ
ド

樋
口 

道
子
さ
ん

　
　
　
　︵
高
田
町
︶

市
民
パ
ワ
ー
で
大
地
の
芸

術
祭
を
盛
り
上
げ
た
い

感謝 革新

十日町市誕生10周年
感謝と革新、そして新たなステージへ特集 特集

十日町市誕生10周年
感謝と革新、そして新たなステージへ
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佐
藤
さ
ん

｜

池
谷
集
落
で
の
農
業
体
験

に
参
加
し
た
と
き
に
出
会
っ
た
人
々

の
、
土
に
向
か
う
こ
と
を
通
し
て
生
ま

れ
る
生
き
方
に
感
動
し
ま
し
た
。
農
業

が
、
文
化
や
人
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
育

ん
で
い
る
。
限
界
集
落
で
も
被
災
地
で

も
、
農
を
つ
な
い
で
い
け
ば
、
地
域
を

つ
な
げ
ら
れ
る
の
で
は
。
そ
う
い
う
思

い
で
、
移
住
と
就
農
を
決
め
ま
し
た
。

金
岡
さ
ん

｜

も
と
も
と
「
地
方
で
ビ
ジ

ネ
ス
を
起
こ
し
て
み
た
い
」「
地
域
資

源
を
活
用
し
て
地
域
存
続
の
仕
組
み
を

作
り
た
い
」
と
考
え
、
地
域
お
こ
し
協

力
隊
に
応
募
し
ま
し
た
。
豪
雪
も
大
自

然
も
農
業
も
、
大
変
と
い
う
よ
り
ワ
ク

ワ
ク
さ
せ
て
く
れ
ま
し
た
ね
。
他
に
は

な
い
地
域
資
源
だ
と
思
い
、
こ
こ
で
ビ

ジ
ネ
ス
を
し
よ
う
と
決
め
ま
し
た
。

近
藤
さ
ん

｜

農
業
を
体
験
し
て
み
よ
う

と
軽
い
気
持
ち
で
池
谷
集
落
の
1
か
月

間
の
イ
ン
タ
ー
ン
に
応
募
し
ま
し
た
。

本
当
に
何
も
な
い
山
の
中
。
で
も
何
も

な
い
こ
と
が
な
ん
だ
か
楽
し
い
。
人
々

は
と
て
も
た
く
ま
し
く
地
に
足
つ
け
て

生
き
て
い
る
。
人
間
本
来
の
暮
ら
し
が

あ
る
。
と
に
か
く
感
動
し
て
、
十
日
町

市
か
ら
離
れ
が
た
く
て
、「
こ
こ
に
住

む
！
」
と
決
め
ま
し
た

吉
井
さ
ん

｜

新
潟
市
で
勤
め
て
い
る
と

き
に
出
会
っ
た
農
家
の
人
柄
と
生
き
方

に
魅
力
を
感
じ
て
、
農
業
に
興
味
を
持

つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
時
を
同
じ
く

し
て
、
つ
き
あ
い
始
め
た
妻
が
す
で
に

十
日
町
市
へ
の
移
住
と
就
職
を
決
め
て

い
ま
し
た
。
十
日
町
市
で
農
業
を
し
よ

う
と
決
心
し
ま
し
た
。

金
岡
さ
ん

｜

地
域
資
源
を
活
用
し
た
ビ

ジ
ネ
ス
を
展
開
す
る
ク
リ
エ
ー
タ
ー
集

団
「
S
ス
プ
ラ
�
シ
�

P
L
A
S
H
」
を
設
立
し
ま
し

た
。
十
日
町
の
着
物
地
や
松
代
の
伊
沢

和
紙
な
ど
を
使
っ
た
灯
り（
照
明
器
具
）

の
販
売
や
各
種
イ
ベ
ン
ト
な
ど
、
地
元

の
人
た
ち
を
巻
き
込
み
な
が
ら
プ
ロ

デ
ュ
ー
ス
し
て
い
ま
す
。
忙
し
い
け
ど

楽
し
い
毎
日
で
す
。

近
藤
さ
ん

｜

「
里
山
プ
ロ
ジ
�
ク
ト
」

復
興
支
援
員
と
し
て
2
年
目
で
す
。
最

初
は
、
な
か
な
か
受
け
入
れ
て
も
ら
え

な
い
と
感
じ
ま
し
た
が
、
集
落
を
回
っ

て
顔
を
覚
え
て
も
ら
う
と
、「
あ
り
が

と
う
」「
う
れ
し
い
わ
」
と
声
を
も
ら

え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。感
激
で
す
。

今
は
皆
さ
ん
か
ら
吸
収
す
る
こ
と
ば
か

り
。
一
日
も
早
く
地
域
の
役
に
立
て
る

よ
う
に
が
ん
ば
り
ま
す
。

佐
藤
さ
ん

｜

当
初
は
、「
仕
事
な
い
、

娯
楽
な
い
、
教
育
な
い

｜

。
こ
ん
な
と

こ
ろ
に
何
で
来
た
の
？
」
と
言
わ
れ
た

こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
で
も
、
仕
事
も

娯
楽
も
教
育
も
自
分
た
ち
で
作
り
出
し

て
い
け
る
。
十
日
町
市
は
、
そ
う
い
う

チ
�
レ
ン
ジ
が
で
き
る
と
こ
ろ
、
サ

ポ
ー
ト
し
合
え
る
人
が
た
く
さ
ん
い
る

場
所
だ
と
思
い
ま
す
。
今
は
農
業
を
し

な
が
ら
、
市
の
魅
力
を
掘
り
起
こ
し
て

発
信
す
る
さ
ま
ざ
ま
活
動
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

吉
井
さ
ん

｜

脱
サ
ラ
で
、
土
地
は
自
家

用
の
田
畑
の
み
で
機
械
も
当
然
な
く
、

不
安
だ
ら
け
の
就
農
で
し
た
。
市
や
県

か
ら
の
支
援
や
、
地
域
の
先
輩
農
家
の

指
導
、
ご
近
所
の
皆
さ
ん
の
手
助
け
の

お
か
げ
で
、
こ
れ
ま
で
取
り
組
ん
で
こ

れ
ま
し
た
。
地
域
の
皆
さ
ん
の
温
か
さ

が
十
日
町
市
の
魅
力
の
一
つ
だ
と
思
い

ま
す
。
今
後
は
、
自
分
で
で
き
る
こ
と

を
増
や
し
な
が
ら
、
農
を
通
し
て
地
域

に
恩
返
し
し
て
い
き
た
い
で
す
。

近
藤
さ
ん

｜

十
日
町
市
に
は
変
わ
っ
て

ほ
し
く
な
い
。
集
落
間
、
世
代
間
の
つ

な
が
り
を
強
く
し
て
、
今
あ
る
市
の
魅

力
を
次
の
時
代
へ
と
つ
な
が
い
で
ほ
し

い
で
す
ね
。
こ
こ
で
学
ん
だ
大
切
な
こ

と
や
素
敵
な
こ
と
を
、
生
ま
れ
て
く
る

子
ど
も
た
ち
に
教
え
て
、
外
の
人
た
ち

に
も
発
信
し
て
い
き
た
い
で
す
。

吉
井
さ
ん

｜

ま
ず
は
、
農
業
で
生
計
を

立
て
る
こ
と
。
そ
し
て
、
い
ろ
ん
な
世

代
、
業
種
、
地
域
の
人
た
ち
が
つ
な
が

り
助
け
合
い
、
一
緒
に
な
っ
て
楽
し
め

る
ま
ち
に
な
る
よ
う
、
農
業
を
通
し
て

関
わ
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

佐
藤
さ
ん

｜

た
く
さ
ん
の
孫
と
子
ど
も

に
囲
ま
れ
て
、
幸
せ
な
お
ば
あ
ち
�
ん

に
な
っ
て
い
た
い
。
農
業
も
生
き
方
も

暮
ら
し
も
、
バ
ト
ン
に
し
て
次
に
つ
な

げ
た
い
。
そ
れ
が
私
の
夢
。
そ
の
た
め

に
も
、
子
ど
も
と
一
緒
に
農
業
を
や
っ

て
、
十
日
町
市
を
愛
す
る
仲
間
を
増
や

し
て
、
人
が
ど
ん
ど
ん
集
ま
っ
て
く
る

ま
ち
に
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

金
岡
さ
ん

｜

風
を
吹
き
込
む
こ
と
を
し

た
い
。
十
日
町
市
で
新
し
い
仕
事
を
起

こ
す
。
ず
っ
と
暮
ら
し
て
い
け
る
環
境

を
作
る
。
子
ど
も
を
産
ん
で
育
て
ら
れ

る
仕
組
み
を
作
る
。「
帰
り
た
い
け
ど
、

仕
事
が
な
く
て
戻
れ
な
い
。」
そ
う
い

う
人
が
戻
れ
る
よ
う
に
し
た
い
。
つ
ま

り
、
地
域
へ
の
愛
着
を
持
っ
て
い
る
Ｕ

タ
ー
ン
者
を
増
や
し
た
い
ん
で
す
。
十

日
町
市
全
体
の
未
来
を
元
気
に
す
る
た

め
に
も
、
若
い
人
た
ち
が
戻
っ
て
来
た

く
な
る
下
地
づ
く
り
を
ど
ん
ど
ん
や
っ

て
い
き
た
い
で
す
。

十
日
町
市
で
、
ど
の
よ
う
に
暮
ら
し

て
ま
す
か
？

十
日
町
市
の
未
来
は
？
皆
さ
ん
の
未

来
は
？

十
日
町
に
移
住
し
た
き
っ
か
け
は
？

香川県出身。立教大学在学中、市内

池谷集落の農業体験に参加。卒業後、

平成23年２月に池谷集落に移住、就農。

移住女子フリーペーパー「C
ちゅくる

huClu」

編集長。女性用農作業着の開発や若手

農家集団「ちゃーはん」のプロデュー

スを手がける。十日町市農業委員。新

潟日報で「きぼうしゅうらく」、全国

農業新聞で「一粒万倍」を連載中。

佐藤 可奈子さん（小泉）

埼玉県出身。大学卒業後、不動産

営業、IT関連のプログラマーを経て、

「地方での起業」を目指し、平成24

年４月から地域おこし協力隊（水沢

地区南雲集落担当）に。任期中から

「地域が存続していく仕組みづくり」

を模索しはじめ、平成26年に十日町

市内に住む若者で構成するクリエー

ター集団「SPLASH」を立ち上げる。

金岡 孝さん（松之山黒倉）

滋賀県出身。平成25年10月、自

分で作った「～ 21歳計画」の中の

一つ「農業を体験すること」を果た

すために、池谷集落にインターンと

して１か月活動。そのまま移住を決

意。同年12月よりNPO法人 十日町

市地域おこし実行委員会「里山プロ

ジェクト」復興支援員として川西地

区を担当。

近藤 愛己さん （川治）

兵庫県出身。信州大学卒業後、新

潟市の環境調査の会社に就職。その

頃知り合った篤農家の人の生き方に

感銘を受け農業に興味を持つ。市内

仁田にある祖父母の家へ移住してい

た奥さんとの結婚を機に、移住・就

農を決心。平成22年から約２年間、

有機農業を実践している農場で研修

を受け農業を始める。

吉井 淳さん（仁田）

描く未来ストーリー
市内には、十日町市に魅力を感じて移住する人が増えてきてい

ます。そこで、外部の視点から見た十日町市の魅力と未来への可

能性を、４人の移住者から語ってもらいました。

革
新

新
た
な

ス
テ
ー
ジ

十日町市誕生10周年
感謝と革新、そして新たなステージへ特集 特集

十日町市誕生10周年
感謝と革新、そして新たなステージへ

撮影場所：奴奈川キャンパス
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田村 シゲさん

（74歳・中条上町）

今
回
の
企
画
を
通
し
て
、
私
の

好
き
な
風
景
を
知
っ
て
も
ら
い
た

い
と
の
思
い
で
応
募
し
ま
し
た
。

応
募
し
た
「
ゆ
っ
く
り
広
場
」

は
、
国
宝
の
火
焔
型
土
器
が
眠
っ

て
い
た
笹
山
に
あ
り
、
か
つ
て
は

ス
キ
ー
場
で
に
ぎ
わ
っ
た
場
所
。

「
ゆ
っ
く
り
、
あ
せ
ら
ず
、
あ
き

ら
め
ず
、
そ
の
夢
を
つ
な
い
で
ゆ

こ
う
」
と
、
縄
文
人
と
自
分
の
地

域
発
展
の
夢
を
重
ね
た
亡
き
主
人

の
思
い
も
込
め
て
、
そ
こ
を
公
園

に
し
ま
し
た
。
地
主
や
管
理
し
て

く
れ
る
皆
さ
ん
の
お
か
げ
で
風
景

と
し
て
保
た
れ
て
い
ま
す
。

今
回
選
ば
れ
た
10
景
は
、
手
の

加
え
ら
れ
た
も
の
が
多
い
で
す

ね
。
好
き
な
風
景
、
守
り
た
い
風

景
を
残
す
た
め
に

は
行
動
す
る
こ
と

が
大
切
だ
と
思
い

ま
し
た
。

好
き
な
風
景
は
、
手
を
加
え
て

残
す
も
の

次
代
に
つ
な
ぐ
風
景

　
四
季
折
々
に
多
彩
な
表
情
を
見
せ
て
く
れ
る
十
日
町
市

の
風
景
。
10
周
年
を
機
に
未
来
に
残
し
た
い
10
の
風
景
を

市
内
外
の
多
く
の
皆
さ
ん
か
ら
選
ん
で
も
ら
い
ま
し
た
。

※
た
く
さ
ん
の
応
募
・
投
票
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

※
残
念
な
が
ら
選
外
と

な
�
た
「
ゆ
�
く
り

広
場
」（
中
条
上
町
）

感謝と革新、そして新たなステージへ

十
日
町
市
民
憲
章

　市民から市民憲章に入れたい言葉を募

集したところ、雪・縄文・芸術・思いや

りなど、さまざまな言葉が集まりました。

十日町市に縁のある詩人の谷川俊太郎さ

んが、その集まった言葉に込められた市

民の思いや願いを基に起草しました。

　市民から市民憲章に入れたい言葉を募

市民憲章ができるまで

十
日
町
に
生
き
る
私
た
ち
は
日に
ほ
ん本

を
生
き
る

日に
ほ
ん本
に
生
き
る
私
た
ち
は
世
界
を
生
き
る

世
界
に
生
き
る
私
た
ち
は
宇
宙
を
生
き
る

私
た
ち
を
つ
く
る
の
は
ひ
と
り
ひ
と
り
の
ヒ
ト

ヒ
ト
は
ひ
と
り
で
ど
う
生
き
る
か
の
技ア

ー
トを
求
め

ヒ
ト
は
ヒ
ト
と
ど
う
創つ

く

る
か
の
技ア
ー
トを
究き
わ

め
る

野
に
山
に
ヒ
ト
は
学
び
　
里さ

と

に
町
に
ヒ
ト
は
勤い
そ

し
む

縄
文
の
炎ほ

の
おを

今き
ょ
う日

に
伝
え
て
　
雪
の
白し
ろ

に
明あ
す日

を
描え
が

き

限
り
な
い
大
空
の
も
と
　
十
日
町
市
の
大
地
に
生
き
る

市報とおかまち　平成27年11月10日号

十日町市誕生10周年
感謝と革新、そして新たなステージへ特集 特集

十日町市誕生10周年
感謝と革新、そして新たなステージへ

美人林（松口） 田毎の月（三ツ山）

芝峠温泉からの雲海（蓬平）

信濃川（市内流域）

当間高原の花だいら（珠川）

竹所の古民家のある風景（竹所）竹所の古民家のある風景（竹所）清津峡（小出）

星峠の棚田（星峠）

加
え
ら
れ
た
も
の
が
多
い
で
す

ね
。
好
き
な
風
景
、
守
り
た
い
風

景
を
残
す
た
め
に

は
行
動
す
る
こ
と

が
大
切
だ
と
思
い

ま
し
た
。

※
残
念
な
が
ら
選
外
と

蒲生の棚田（蒲生）

は
、
国
宝
の
火
焔
型
土
器
が
眠
っ

て
い
た
笹
山
に
あ
り
、
か
つ
て
は

ス
キ
ー
場
で
に
ぎ
わ
っ
た
場
所
。

「
ゆ
っ
く
り
、
あ
せ
ら
ず
、
あ
き

ら
め
ず
、
そ
の
夢
を
つ
な
い
で
ゆ

こ
う
」
と
、
縄
文
人
と
自
分
の
地

域
発
展
の
夢
を
重
ね
た
亡
き
主
人

の
思
い
も
込
め
て
、
そ
こ
を
公
園

に
し
ま
し
た
。
地
主
や
管
理
し
て

く
れ
る
皆
さ
ん
の
お
か
げ
で
風
景

と
し
て
保
た
れ
て
い
ま
す
。

野口－白倉観光道路からの雪景色（野口）

十日町市の10年、市民一人ひとりの10年

これまでの道のりを作り上げた全ての人に感謝し、

私たちの誇りを胸に未来へ進むため、

ここに市民憲章を定めます。

十日町市と、ここに生きる私たちの道しるべとして─。
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市展入賞者をお知らせします

第48回十日町市美術展

● ● ● ● ●問合せ：生涯学習課☎757-8918

　
芸
術
の
秋
、
恒
例
の
美
術
展
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
公
民
館
活
動
で
腕
を
磨
い
て
い
る

市
民
な
ど
か
ら
多
く
の
作
品
が
集
ま
り
ま
し

た
。
そ
の
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●
期
間
＝
10
月
17
日
㈯
～
20
日
㈫
（
4
日
間
）

●
会
場
＝
市
民
体
育
館

●
応
募
者
数
＝
２
１
６
人

●
応
募
数
＝
２
６
０
点
（
8
部
門

：

日
本
画

7
・
洋
画
39
・
版
画
8
・
現
代
美
術
29
・

彫
刻
7
・
工
芸
8
・
書
道
47
・
写
真

１
１
５
）

●
入
賞
数
＝
55
点

日本画

写真

　「峠の夜明け」　

　　狩野　　敏（南魚沼市）

◆奨励賞

　　関川　捷次（小千谷市）

◆佳作賞

　　新保　正文（小千谷市）

市展賞

市展賞

　「午後のアトリエ」

　　原　　　進（稲荷町３北）

◆奨励賞

　　田村紀代子（下条本町）

　　高橋永美子（津南町）

◆新潟日報美術振興賞

　　十日町洋画同好会（学校町１）

◆佳作賞

　　村山富士子（水口）

　　山田　敏雄（旭ヶ丘）

　　大淵　利夫（小千谷市）

　　大海　由美（四日町３）

版画

市展賞

　「青春、朱夏、白秋、玄冬」

　　松本さりな（中島町）

◆奨励賞

　　小川　　仁（長岡市）

◆佳作賞

　　室橋　浩一（長岡市）

工芸
市
展
賞

　「
妻
有
焼
　
三
島
印
花
文
偏
壺
」

　
　
樋
口
　
正
博
（
朴
木
沢
）

◆
奨
励
賞

　
　
五
十
嵐
江
美
子
（
小
荒
戸
）

◆
佳
作
賞

　
　
山
内
　
正
胤
（
学
校
町
１
）

書道
市展賞

　「五言絶句」

　　蕪木佳代子（神明町）

◆奨励賞

　　大島　テル（川治内後２）

　　坂大　優一（魚沼市）

◆新潟日報美術振興賞

　　島田　美穂　（新座3）

◆佳作賞

　　山口　典子（高山４）

　　髙橋　伸子（四日町新田１）

　　小川　　隆（四日町新田２）

　　保坂　千紘（姿２）

　　樋口こずえ（土市２）

彫刻
市展賞

　「白い花束」

　　曽根　知子（新座３）

◆奨励賞

　　中林賢次郎（学校町２）

◆佳作賞

　　須藤　雅昭（上新田４）

現代
美術市展賞

　「輪廻転生」

　　村山三智男（高田町３西）

◆奨励賞

　　中　　豊和（稲葉）

◆新潟日報美術振興賞	

　　佐藤　翔圭（十日町総合高校）

◆佳作賞

　　柳　　建一（高島２）

　　池田　広吉（津南町）

　　髙橋まどか（十日町総合高校）

市
展
賞

　「
雪
の
日
の
墓
参
」

　
　
小
坂
　
幸
平
（
稲
荷
町
西
）

◆
奨
励
賞

　
　
鈴
木
　
洋
一
（
松
代
）

　
　
村
山
　
順
三
（
山
本
町
３
）

　
　
桜
沢
　
正
司
（
姿
１
）

　
　
西
川
　
恒
夫
（
四
日
町
２
）

　
　
村
山
　
博
　 

（
中
町
）

　
　
鈴
木
　
耕
治
（
津
南
町
）

◆
新
潟
日
報
美
術
振
興
賞

　
　
山
岸
多
喜
男
（
蒲
生
）

◆
佳
作
賞

　
　
西
野
　
米
子
（
島
）

　
　
阿
部
　
佑
輔
（
本
町
６

−

３
）

　
　
和
田
　
明
子
（
倉
俣
）

　
　
清
水
　
正
　 

（
木
島
）

　
　
和
田
　
亨
　 

（
小
千
谷
市
）

　
　
中
林
　
正
一
（
中
条
上
町
）

　
　
富
井
し
お
り
（
十
日
町
市
）

　
　
清
水
　
孝
子
（
学
校
町
１
）

　
　
佐
藤
　
明
彦
（
松
之
山
）

　
　
髙
橋
　
俊
明
（
新
座
４

−

２
）

　
　
阿
部
　
松
三
（
大
黒
沢
１
）

　
　
髙
橋
由
香
里
（
津
南
町
）

洋画
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ふるさとを愛し 自立して社会で生きる子どもの育成のために

平成27年度　全国学力・学習状況調査結果

● ● ● ● ●問合せ：学校教育課☎757-9957

  

平
成
27
年
４
月
に
実
施
し
た
、
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
（
対
象

：

小
学
校

�
19
校
の
６
年
生
、
中
学
校
�
10
校
の
３
年
生
）
の
結
果
の
概
要
を
公
表
し
ま
す
。

家
庭
・
地
域
・
各
学
校
・
市
教
育
委
員
会
が
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
担
い
、
連
携
し

な
が
ら
、
子
ど
も
の
成
長
の
た
め
の
教
育
環
境
を
作
�
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

・
小
学
校

：

国
語
・
算
数
の
Ａ
、

理
科
は
わ
ず
か
に
全
国
を
上
回

り
、
国
語
・
算
数
の
Ｂ
は
わ
ず

か
に
全
国
を
下
回
っ
て
い
ま

す
。
理
科
を
除
き
、
県
を
下
回

っ
て
い
ま
す
。

・
中
学
校

：

国
語
Ａ
Ｂ
、
数
学
Ａ

は
わ
ず
か
に
全
国
と
県
を
下
回

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
数
学
Ｂ

は
全
国
と
同
等
に
な
り
ま
し

た
。
理
科
は
、
全
国
よ
り
わ
ず

か
に
低
く
県
よ
り
わ
ず
か
に
上

回
っ
て
い
ま
す
。

〈
共
通
〉
ほ
ぼ
県
・
全
国
並
み
の

学
力
と
言
え
ま
す
。

　
活
用
力
を
高
め
る
た
め
、
学
力

調
査
の
Ｂ
問
題
を
分
析
し
て
、
ど

の
よ
う
な
力
が
劣
っ
て
い
る
か
を

把
握
し
、
日
々
の
授
業
を
改
善
し

て
い
く
努
力
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

・
教
育
委
員
会

：

学
校
訪
問
や
授

業
研
究
な
ど
で
学
校
に
指
導
し

て
い
き
ま
す
。

・
市
教
育
セ
ン
タ
ー

：

教
職
員
の

指
導
力
向
上
を
め
ざ
し
て
、「
若

手
教
員
サ
ポ
ー
ト
研
修
」や「
全

国
的
に
著
名
な
講
師
や
市
内
の

エ
キ
ス
パ
ー
ト
教
員
に
よ
る
模

範
授
業
公
開
」
な
ど
の
研
修
を

し
て
い
き
ま
す
。

・
各
学
校

：

児
童
生
徒
が
自
ら
課

題
を
見
つ
け
、
自
ら
考
え
て
解

決
す
る
学
習
を
し
て
い
き
ま
す
。

・
中
学
校

：

数
学
Ａ
Ｂ
は
、
昨
年

度
に
比
べ
大
き
く
向
上
し
ま
し

た
。

〈
共
通
〉
県
・
全
国
と
同
様
に
知

児童生徒の意識や基本的な生活習慣、学習の取組状況などを調査しました。（一部抜粋）
「学ぼうとする力」「学ぶ力」「学んだ力」「学んだことを活用する力」
を調査しました。※次の結果はその一部です

学習状況調査 学力調査

74.7

64.7 63.6

41.6

52.6

76

66 64.4

42.2

52.1

75.8

65.8 64.4

41.6

53

国語Ａ 国語Ｂ 数学Ａ 数学Ｂ 理科

71.2 
62.8 

75.5 

43.0 

62.7 
73.2 

67.2 
77.4 

44.9 

63.1 
70.0 65.4 

75.2 

45.0 

60.8 

国語Ａ 国語Ｂ 算数Ａ 算数Ｂ 理科

市平均 県平均 全国平均

［中学校］［小学校］

平成27年度全国学力調査

※市・県・全国の平均正答率の比較。Ａは知識、Ｂは活用力を問う出題

お
互
い
に
連
携
し
、
家
庭
学
習

習
慣
の
定
着
を
図
る
こ
と
が
望
ま

れ
ま
す
。
ま
た
、
メ
デ
ィ
ア
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
の
取
組
み
を
一
層
推
進

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

子
ど
も
の
生
活
時
間
の
使
い
方

に
関
心
を
も
つ
こ
と
が
大
切
で

す
。

　
こ
の
ほ
か
「
自
分
に
は
よ
い
と

こ
ろ
が
あ
る
」「
将
来
の
夢
や
希

望
が
あ
る
」
の
項
目
の
伸
び
が
見

ら
れ
、
全
国
並
み
に
な
っ
て
き
ま

し
た
。
家
庭
・
地
域
で
の
賞
賛
や

励
ま
し
が
子
ど
も
た
ち
を
育
む
こ

と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

■家で、自分で計画を立てて勉強している児童生

徒の割合は、全国よりも高いです。特に中学校

では昨年度よりも割合が、大きく伸びてきてい

ます。

70.9

61

71.9

62.6

55

60

65

70

75

市

％）

（肯定的評価）

全国

47 46.6

51.3

48.8

44

46

48

50

52

市

％）

全国

H26 H27

［中学校］［小学校］

家で自分で計画を立てて勉強している

■家庭学習の時間が伸びてきています。特に中学

校が伸びてきています。しかし、小・中学校と

も全国平均を下回っています。

77

90

78

88

70

75

80

85

90

95

市

分）

全国

69

98
73

96

0

50

100

150

市

分）

H26 H27

［中学校］

全国

［小学校］

家庭学習時間（塾を含む）

■テレビを見たり、ゲームをしたりする時間は、

全国的に減少している中、増えてきています。

225

241
232 233

200

220

240

260

市

分）

全国
220

230

240

250

市

分）

全国

240 240
245

233

H26 H27

［中学校］［小学校］

テレビやゲームなどの時間

■スマホ使用（通話・メール・インターネット）

の時間は、全国よりも短いです。中学校では使

用時間が減少し、小学校では増加しています。

24

37

26

35

0

20

40

市

分）

全国

89 89
73

84

0

50

100

市

分）

全国

H26 H27

［中学校］［小学校］

スマホ使用時間

家
　
庭

家
庭
・
学
校
・
地
域

※各時間は、市教委で独自に算出したものです

課
題
解
決
の
方
向

結
　
果

課
題
解
決
の
方
向

成
果
と
課
題

識
だ
け
で
な
く
活
用
力
の
向
上

が
必
要
で
す
。

市報とおかまち　平成27年11月10日号



連載コーナー Serialization corner

16市報とおかまち　平成27年11月10日号

このコーナーでは、市の魅力発見や、皆さんの
生活に直結する情報などをお知らせします
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大
地
の
芸
術
祭
の
里

こ
へ
び
隊
・
サ
ポ
ー
タ
ー
通
信

▼
大
地
の
芸
術
祭
を
知
�
た
き
�

か
け

―
小
学
5
年
生
の
と
き
、
松
代
で

教
員
を
し
て
い
た
父
に
誘
わ
れ
家

族
で
見
て
回
っ
た
の
が
き
っ
か
け

で
す
。
作
品
や
地
域
の
雰
囲
気
が

気
に
入
り
、
一
気
に
芸
術
祭
が
好
き
に

な
り
ま
し
た
。

▼
活
動
を
通
し
て
の
感
想

―
と
て
も
充
実
し
た
夏
に
な
り
ま
し

た
。
会
期
中
、
作
品
の
受
付
で
、
見
知

ら
ぬ
お
客
さ
ん
と
も
い
ろ
い
ろ
な
お

し
�
べ
り
が
で
き
、
そ
れ
が
楽
し
み
に

な
り
ま
し
た
。

▼
サ
ポ
�
タ
�
活
動
の
魅
力
と
は
？

―
作
品
制
作
時
に
、
作
家
や
作
家
グ

ル
ー
プ
と
の
出
会
い
が
あ
る
の
は
サ

ポ
ー
タ
ー
な
ら
で
は
で
う
れ
し
い
で

す
。
お
客
さ
ん
と
は
違
う
、
制
作
に
携

大
好
き
な
芸
術
祭
に

　
関
わ
れ
て
う
れ
し
い

19

わ
っ
た
か
ら
こ
そ
の
視
点
で
作
品
を
楽

し
め
ま
す
。
集
落
の
人
の
人
柄
・
優
し

さ
に
も
触
れ
、
改
め
て
妻
有
が
好
き
に

な
り
ま
し
た
。

▼
こ
れ
か
ら
「
こ
へ
び
隊
」
や
「
地
元

サ
ポ
�
タ
�
」
に
な
る
人
へ
一
言

―
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
初
め
て
で
し
た

が
、
人
の
役
に
立
っ
た
り
、
自
分
の
新

た
な
経
験
に
な
っ
た
り
し
て
や
り
が
い

が
あ
り
ま
し
た
。
ぜ
ひ
サ
ポ
ー
タ
ー
活

動
で
そ
れ
を
感
じ
て
く
だ
さ
い
。

三
井
田 

直
生
さ
ん
（
上
越
市
出
身
・
16
歳
、
松
代
高
校
2
年
生
）

■
問
い
合
わ
せ
先

　「
大
地
の
芸
術
祭
」の
里

　
総
合
案
内
所

　
☎
７
６
１

�

７
７
６
７

■
高
校
の
寮
生
活
は
人
生
道
場

　
県
立
松
代
高
校
で
は
自
宅
や
下
宿

か
ら
の
通
学
が
困
難
な
人
は
、「
向
々

原
寮
」（
現
在
は
早
稲
田
大
学
の
早

稲
田
ク
ラ
ブ
松
苧
ド
ミ
ト
リ
ー
）
に

入
寮
し
て
、
先
輩
か
ら
後
輩
ま
で
同

室
で
生
活
し
て
い
ま
し
た
。
先
輩
・

同
僚
・
後
輩
の
間
で
、
礼
儀
な
ど
で

自
然
に
軋あ

つ
れ
き轢
が
生
じ
ま
す
が
、
こ
れ

を
乗
り
越
え
る
の
が
人
生
の
鍛
錬
で

あ
り
、
後
に
絆

き
ず
な

や
同
窓
愛
へ
と
つ
な

が
っ
て
い
く
の
で
し
た
。

■
故
郷
の
魅
力
は
、
自
然
と
着
物

　
小
生
は
転
勤
族
で
し
た
が
、
よ
く

十
日
町
市
の
良
さ
が
話
題
に
な
り
、

褒
め
ら
れ
る
の
は
①
棚
田
の
美
、
②

大
地
の
芸
術
祭
、
③
着
物
、
④
自
然

美
が
中
心
で
、
ほ
ぼ
自
分
の
感
じ
て

い
る
こ
と
と
同
様
で
し
た
。
こ
の
自

然
の
良
さ
と
伝
統
の
財
産
を
ど
う
生

か
す
か
が
、
ふ
る
さ
と
の
活
性
化
の

鍵
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

■
持
て
る
財
産
を
生
か
し
て
ほ
し
い

　
去
る
10
月
、
津
軽
平
島
に
旅
行
し

ま
し
た
。
な
ん
と
、「
地
吹
雪
体
験

ツ
ア
ー
」な
る
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

必
ず
し
も
模
範
的
な
事
例
で
は
な
い

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
か
ら
の

若
い
人
に
は
実
体
験
を
加
味
し
た
旅

行
が
人
気
上
昇
中
で
す
。
リ
ピ
ー
タ

ー
が
ど
ん
ど
ん
十
日
町
市
に
や
っ
て

来
る
よ
う
に
、
発
想
を
転
換
し
よ
う

で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

■問合せ
　企画政策課広報広聴
係☎757-3112

小堺 一男さん

埼玉県久喜市在住

（76歳・蒲生出身）

郷
土
出
身
者
が
写
真
を
添
え
て
昔
の
思
い
出
を
語
り
ま
す
。

想
史

ふ
る
さ
と
の
思
い
出 史
創
愛愛

そ
う

そ
あう い

し

3

空っぽの家に、笑顔を詰め込みませんか

「十日町市空き家バンク」開設

● ● ● ● ●問合せ：企画政策課移住定住推進係☎755-5137

　「
空
き
家
を
有
効
に
使
�
て
ほ
し
い
」
と
い
う
持
ち
主
と
、「
十
日
町

市
に
住
む
た
め
に
家
を
探
し
た
い
」
と
い
う
利
用
者
の
橋
渡
し
を
す
る

「
十
日
町
市
空
き
家
バ
ン
ク
」
を
開
設
し
ま
し
た
。
持
ち
主
も
住
む
人
も

笑
顔
に
な
れ
る
本
制
度
を
ぜ
ひ
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。 

空き家バンク
の登録

持
ち
主
へ
の
助
成

利
用
者
へ
の
助
成

【
家
財
道
具
な
ど
の
処
分
】

　「
空
き
家
バ
ン
ク
に
登
録
し
た

い
け
ど
、
家
財
道
具
が
残
っ
て
い

る
か
ら
」
と
登
録
を
諦
め
て
い
る

物
件
所
有
者
を
支
援
し
ま
す
。

●
対
象
者
＝
空
き
家
バ
ン
ク
に
登

録
済
み
、
ま
た
は
登
録
が
確
実

な
物
件
所
有
者

●
対
象
経
費
＝
市
内
に
本
店
な
ど

を
置
く
事
業
者
に
請
け
負
わ
せ

　
空
き
家
バ
ン
ク
を
通
じ
て
、
物

件
を
購
入
・
賃
借
し
た
人
の
移
住
・

定
住
を
支
援
し
ま
す
。

【
家
屋
の
改
修
】

●
対
象
者
＝
空
き
家
バ
ン
ク
を
通

じ
て
、
物
件
を
購
入
ま
た
は
賃

借
し
た
市
外
か
ら
の
移
住
者

●
対
象
経
費
＝
市
内
に
本
店
な
ど

を
置
く
事
業
者
に
請
け
負
わ
せ

持ち主側

●登録対象物件

　　個人が所有する一戸建て住宅で、

売却・賃貸したい物件。

●申し込み

　　空き家バンク登録申込書（企画政

策課に配置、市ホームページでも入

手可）に必要書類を添付して問合せ

先に提出。

●登録期間

　　原則２年間。登録期間の延長や登

録を抹消するときは、別途手続きが

必要。

※物件所有者・宅建業協会・市で詳細

な現地調査を実施します

利用者側

●登録対象者

　　市に定住、または定期的に滞在し

て、地域の活性化に寄与できる人。

地域住民と協調して生活できる人。

●申し込み

　　空き家バンク登録申込書（企画政

策課に配置、市ホームページでも入

手可）に必要書類を添付して問合せ

先に提出。※ホームページ上の紹介

物件で希望があれば物件№を記入し

てください

●登録期間

　　原則２年間。登録期間の延長や登

録抹消をするときは、別途手続きが

必要。

た
家
屋
本
体
や
住
宅
設
備
の
改

修
に
要
す
る
費
用
（
備
品
購
入

費
・
外
構
工
事
は
除
く
）

●
金
額
＝
補
助
対
象
経
費
の
全
額

（
上
限
50
万
円
）

【
家
賃
な
ど
の
補
助
】

●
対
象
者
＝
次
の
全
て
に
該
当
す

る
人

・
空
き
家
バ
ン
ク
を
通
じ
て
、

物
件
を
賃
借
し
た
市
外
か
ら

の
移
住
者

・
転
入
時
、
婚
姻
し
て
い
る
と

き
は
配
偶
者
と
の
合
計
年
齢

が
80
歳
以
下
、
婚
姻
し
て
い

な
い
と
き
は
年
齢
が
40
歳
以

下
で
あ
る
人

・
物
件
所
有
者
の
３
親
等
以
内

で
な
い
人

●
対
象
家
賃
な
ど
＝

・
空
き
家
の
月
額
家
賃
（
管
理

費
・
駐
車
場
費
は
除
く
）

・
空
き
家
の
賃
貸
借
契
約
に
か

か
る
敷
金
・
礼
金

●
金
額
＝

・
家
賃
月
額
の
10
分
の
３
（
月

額
上
限
2
万
円
、
最
長
24
か

月
分
）

・
敷
金
・
礼
金
の
合
計
額
の
10

分
の
５
（
上
限
5
万
円
）

た
次
の
経
費

　
・
屋
内
の
家
財
道
具
な
ど
の
搬

出
や
処
分
に
要
す
る
経
費

　
・
屋
内
外
の
清
掃
に
要
す
る
経

費

●
金
額
＝
補
助
対
象
経
費
の
10
分

の
５
（
上
限
10
万
円
）

　市では（公社）新潟県宅地建物取引業協会と業務協定を締結し
ていて、協会十日町支部加盟の協力事業者の仲介による交渉・契
約となります。成約時に法律に基づく仲介手数料が発生します。

補足

10月１日
開設

ホームペー

ジをご覧く

ださい
　
学
生
時
代
、
８
畳
間
に
８
人
居
住
。
暖
房
は
こ
の

火
鉢
の
み
（
中
段
の
左
が
小
堺
さ
ん
）



このコーナーは、まちの話題や活動などを紹介しています。
情報がありましたら、企画政策課広報広聴係（☎757-3112）へ気軽にお寄せください。

＝市民リポーターによる市民目線でのリポートです。市民リポーターは
　いつでも募集していますので、興味のある人は問い合わせてください。
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　21チームが参加した第

11回ほくほく線元気まつ

りinまつだいのステージ

演舞は、昨年も参加した

上
かずさ

總組からスタート。上

總組は今年のよさこい全

国大会（８月に高知県で

開催）で最優秀賞「輝」

を受賞し、受賞記念演舞

となりました。ステージ

後は、裏方担当者も含めた全員に元気まつり実行

委員会が手作りの木製メダルを贈り、観客5,000

人とともに日本一のよさこいをたたえました。

　１周2.13キロメートルのコースを１チーム10

人以内のメンバーがリレー形式で24時間走り続

けるロ・マン24マラソン大会。正午のスタート

時の快晴から一転、夜中は雨が降り朝にかけて寒

さが厳しくなったものの、参加48チーム全員が

完走しました。１位は「柏崎激走会」の周回数

159周。参加者は「マラソンはきついが、チーム

になって走るのはとても楽しい。また、来年も機

会があれば参加したい」と意気込みました。

　市では生涯を通じて自分の歯で、おいしく食べて楽し

くいきいき過ごせることを目指して歯や口の健康づくり

を推進しています。今年も「新潟県よい歯のコンクール」

で５人が受賞しました。皆さんも80歳になっても歯を

20本以上保てるよう、日頃のケアなどしていきましょう。

【新潟県親と子のよい歯のコンクール】

【新潟県いきいき人生よい歯のコンクール】

　親子でむし歯が１本もな

く、噛み合わせや歯ぐきの

状態も良好です。

　80歳以上で20本以上自分の歯があり、いきいきと健康的に過ごしています。

■奨励賞

　村山由希子さん・晴太郎

さん（新宮２）

　埼玉県和光市との交流事業の一環として、和光市立小

中学校全11校（小学校８校・中学校３校）の米飯給食で

「十日町産魚沼コシヒカリ」を使用することになりました。

10月から毎月１回、6,400食分（550㎏）を提供します。

はじめて提供されたこの日は、関口十日町市長が給食の時

間に訪問し、校内放送で十日町産魚沼コシヒカリを紹介。

生産者の皆さんと一緒に６年生の教室を回り、「おいしい」

とごはんをほおばる子どもたちの笑顔を確認しました。

　今年も地元で採れた自
じねんじょ

然薯やキャベツなどを取りそろえ、

屋台村や歌謡ショーなどに多くの人が集まりました。新米を

使ったつきたて餅のふるまいは毎回大人気で、250人分があ

っという間になくなりました。餅つきには今年10月から新

たに川西地域に地域おこし協力隊として配属された佐藤博和

さん（37歳・大白倉・写真中）も参加。初体験の餅つきは「３

人の呼吸を合わせることが大変でしたが、おいしくつき上が

ってよかったです」と満足そうでした。

　平成25年に作成

した「まつだいい

いとこマップ」で

紹介された地域を

巡るバスツアー

が開催されまし

た。２回の開催で

計48人が参加し、

各地域の道祖神・

庚申塔や紅葉が見

頃になった松代の

景観などを、それ

ぞれの由来・歴史

を聞きながら巡り

ました。地元の参加者からも「マップに掲載され

ていることは知っていたが、しっかりと見たこと

がなかったものもあり、改めていいとこを知るこ

とができた」と好評でした。

　16日間の開催で21,000人が訪れました。市内各

所にキルト作品が展示されたほか、市民体育館で

はコンテストが行われ応募作品116点を一堂に展

示。今回は、韓国からの応募作品がフリー部門で

金賞を受賞しました。また十日町商工会議所での

特設展「深
みやま

山公
ひろこ

子・雅
まさのぶ

庸	ピクトリアルキルトが

創るファンタ

ジーな世界」

では、まるで

絵画のような

キルト作品が

来場者を魅了

しました。

　松之山地域では合併後初めて

の交通安全大会。新潟県警の音

楽隊とカラーガード隊がドリル

演奏（動きながらの演奏）など

を披露しました。式典後はアト

ラクションとして地元の小学生

から青年までのメンバーで組織

された浦田太鼓の力強く躍動感のある演奏もありました。会場満員の

700人の参加者は、楽しみながら交通安全への意識を高めました。

■優秀賞

■8020推進財団
理事長賞

上村千代松さん

（本町７－１）

■奨励賞

■8020推進財団
理事長賞

庭野喜好さん

（稲荷町４）

■奨励賞

　髙橋ミヲさん

　（城之古３）

豊作に感謝して～仙田の収穫祭～

10月25日㈰：道の駅瀬替えの郷せんだ

ほくほく線でつなぐよさこい演舞

10月18日㈰：まつだい駅（ふるさと会館駐車場）

まつだいのいいとこ、めーっけた！

10月17日㈯・24日㈯：松代地内 第12回きものの街のキルト展

９月19日㈯～10月４日㈰：中心市街地

響け！交通安全への願い

10月17日㈯：松之山体育館

みんなで走れば24時間もきつくない！？

10月３日㈯～４日㈰：松代総合体育館クロカンコース

いい歯いきいき　めざそう8
ハチマルニイマル

0 2 0

「おいしい！」を和光市の子どもたちにも

10月13日㈫：和光市立第四小学校

大ケヤキと大銀杏（松代田沢）
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催
し
・
講
座

募
　
集

福
祉
・
健
康

子
育
て

ス
ポ
ー
ツ

く
ら
し
・
相
談

20市報とおかまち　平成27年11月10日号市報とおかまち　平成27年11月10日号21

十日町・川西・中里地域と松代・松之山地域間の☎には市外局番 025 が必要ですお知らせ・ガイド

講
演

第
３
回
Ｓ
Ａ
Ｔ
Ｏ
Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ

に
ぎ
わ
い
ト
ー
ク

～
快
適
さ
と
楽
し
さ
を
考
え
る
～

日
11
月
17
日
㈫
午
後
７
時
～
８
時

30
分

会
ベ
ル
ナ
テ
ィ
オ（
森
の
ホ
ー
ル
）

内
現
在
取
り
組
ん
で
い
る
実
践
的

な
活
動
と
し
て
、
ま
ち
づ
く
り

の
新
し
い
試
み
を
紹
介
（
高
岡

チ
�
コ
レ
ー
ト
プ
ロ
ジ
�
ク

ト
・
橋
の
県
「
と
や
ま
」
計
画
・

恋
愛
×
建
築
プ
ロ
ジ
�
ク
ト
な

ど
）

講
大
氏
正
嗣
さ
ん
（
富
山
大
学
芸

術
文
化
学
部
教
授
）

問
あ
て
ま
森
と
水
辺
の
教
室
ポ
ポ

ラ
（
ベ
ル
ナ
テ
ィ
オ
内
☎
７
５

８
｜

４
８
１
１
）

第
1₀
回
フ
ォ
ト
企
画
妻
有

写
真
展

日
11
月
21
日
㈯
～
29
日
㈰
午
前
9

時
～
午
後
7
時
※
日
曜
日
は
5

時
ま
で
・
最
終
日
は
4
時
ま
で

休
23
日
（
勤
労
感
謝
の
日
）

会
情
報
館

問
中
林（
☎
７
５
７

｜

１
９
７
５
）

古
民
家
で
レ
コ
ー
ド
コ
ン

サ
ー
ト

日
11
月
21
日
㈯
午
後
2
時

会
奴
奈
川
姫
の
家
（
国
保
室
野
診

療
所
隣
）

持
座
布
団

問
岩
田
（
☎
０
９
０

｜

５
２
５
５

｜

９
６
９
９
）

川
西
に
ぎ
わ
い
空
間

秋
の
イ
ベ
ン
ト
の
お
知
ら
せ

　
各
詳
細
は
11
月
20
日
ご
ろ
の
新

聞
の
折
り
込
み
チ
ラ
シ
で
も
案
内

し
ま
す
。

日
11
月
23
日
（
勤
労
感
謝
の
日
）

会
に
ぎ
わ
い
空
間

【
千
年
の
湯
秋
の
感
謝
祭
】

●
時
間
＝
午
前
10
時
～
午
後
３
時

内
餅
つ
き
・
福
ま
き
・
パ
フ
�
ー

マ
ン
ス
な
ど

問
千
手
温
泉
千
年
の
湯
（
☎
７
６

８

｜

２
９
８
８
）

【
千
年
の
市
・
雁
木
バ
ザ
�
ル
】

　
ベ
リ
ー
の
苗
木
約
10
種
類
も
販

売
し
ま
す
。

●
時
間
＝
午
前
10
時
～
午
後
3
時

内
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
�
ト

問
千
手
地
区
振
興
会
事
務
局
・
南

雲
（
☎
７
６
８

｜

３
８
３
５
）

【
千
手
地
区
振
興
会
施
行
10
周
年

記
念
講
演
会
】

●
時
間
＝
午
後
1
時
15
分
～
2
時

30
分

内
中
野
小
路
た
か
ま
ろ
防
犯
漫
談

問
千
手
地
区
振
興
会
事
務
局
・
南

雲
（
☎
７
６
８

｜

３
８
３
５
）

【
マ
グ
ロ
の
解
体
シ
�
�
】

●
時
間
＝
午
前
11
時
～

問
千
手
商
工
振
興
会
・
寿
司
割
烹

ど
ば
し
（
☎
７
６
８

｜

２
０
３

７
）

第
21
回 

里
山
学
会

日
11
月
23
日
（
勤
労
感
謝
の
日
）

午
後
1
時
30
分
～
４
時
30
分

会
ク
ロ
ス
テ
ン

内
地
域
を
支
え
る
、
地
域
で
支
え

る
生
物
多
様
性

−

中
越
地
域
に

お
け
る
生
物
多
様
性
の
価
値

と
そ
の
保
全
に
向
け
た
取
り

組
み

−

講
紙
谷
智
彦
さ
ん
（
新
潟
大
学
教

授
）
ほ
か

問
「
森
の
学
校
」
キ
�
ロ
ロ
（
☎

５
９
５
―
８
３
１
１
）

自
伐
林
業
推
進

チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
講
習
会

日
11
月
25
日
㈬
午
後
１
時
30
分
～

２
時
30
分
ご
ろ
※
受
付
1
時
～

会
十
日
町
地
域
森
林
組
合
（
大
黒

沢
２
）

対
自
己
所
有
林
な
ど
を
手
入
れ
し

た
い
人

定
20
人

内
操
作
・
整
備
方
法
な
ど

持
軍
手
、
あ
れ
ば
ヘ
ル
メ
�
ト
・

チ
�
ー
ン
ソ
ー
※
貸
し
出
し
可

〆
11
月
19
日
㈭

申
・
問
農
林
課
林
政
農
災
係
（
☎

７
５
７

｜

９
９
１
７
）

ま
ち
な
か
ス
テ
ー
ジ

ト
ー
ク
ラ
イ
ブ

日
11
月
27
日
㈮
午
後
7
時
～
9
時

会
市
役
所
本
庁
舎

内
ま
ち
な
か
ス
テ
ー
ジ
（
市
民
交

流
セ
ン
タ
ー
・
市
民
活
動
セ
ン

タ
ー
）
の
オ
ー
プ
ン
に
向
け
た

市
民
活
動
の
展
開
方
法
や
施
設

の
活
用
に
つ
い
て

●
出
演
＝

問
中
心
市
街
地
活
性
化
推
進
室

（
☎
７
５
７
―
３
６
９
１
）

情
報
館

第
３
期
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
講
習

エ
ク
セ
ル
関
数

　
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
社
製
オ
フ
ィ

ス
２
０
１
３
を
使
用
し
ま
す
。

日
12
月
８
日
㈫
・
15
日
㈫
・
22
日

㈫
午
後
７
時
～
９
時
（
３
回
）

対
エ
ク
セ
ル
で
関
数
を
使
っ
た
こ

と
が
あ
る
人
・「
は
じ
め
て
の

エ
ク
セ
ル
」
ま
た
は
「
エ
ク
セ

ル
中
級
」
を
受
講
し
た
人

￥
3
千
円

定
先
着
18
人
※
５
人
以
下
の
と
き

若
者

若
者
若
者者

若
者

若
者者

者

十

　日

　町

　市

　の

　仕

　事

　人

■問合せ

　産業政策課

　☎757-3139

〜
語
る
　
仕
事
・
会
社
・
十
日
町
市
へ
の
思
い
〜

〜
語
る
　
仕
事
・
会
社
・
十
日
町
市
へ
の
思
い
〜

専門学校で建築を学び、卒業後に現職場に就職。
現在、リフォームの営業や監督などを担当して２年
目。

高橋　陸さん（22歳・津南町）

大学で建築を学び、卒業後に現職場に就職。現在、
新築の企画・設計・インテリアコーディネートを担
当して２年目。

下條　美幸さん（24歳・上川町）

協力
企業

体
験
・
経
験
か
ら
建
築
の
道
へ

下
條
さ
ん
―
大
学
の
体
験
講
義
に
行
っ

た
こ
と
で
建
築
に
興
味
を
抱
き
ま
し

た
。
出
身
は
柏
崎
市
な
の
で
す
が
、
当

社
の
就
職
説
明
会
を
聞
い
て
共
感
で
き

た
こ
と
か
ら
就
職
を
希
望
し
ま
し
た
。

高
橋
さ
ん
―
小
学
生
の
頃
に
実
家
を
リ

フ
�
ー
ム
し
た
の
で
す
が
、
職
人
さ
ん

の
姿
や
建
築
過
程
を
見
て
い
て
興
味
を

持
ち
ま
し
た
。
専
門
学
校
は
新
潟
市
に

あ
っ
た
の
で
す
が
、
就
職
は
地
元
の
津

南
・
十
日
町
を
希
望
し
て
い
ま
し
た
。

お
客
様
の
感
動
・
満
足
に
や
り

が
い
と
誇
り
を
感
じ
ま
す

下
條
さ
ん
―
完
成
し
た
家
を
引
き
渡
す

と
き
に
、
完
成
ま
で
の
過
程
を
映
像
で

見
て
も
ら
う
の
で
す
が
、
感
動
し
て
涙

を
流
す
お
客
様
も
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
。
お
客
様
の
一
生
に
関
わ
る
大
き
な

仕
事
を
し
て
い
る
こ
と
を
再
認
識
で
き

ま
し
た
し
、
誇
り
に
思
っ
て
い
ま
す
。

高
橋
さ
ん
―
リ
フ
�
ー
ム
は
、
お
客
様

の
希
望
で
あ
っ
て
も
、
設
計
上
で
き
な

い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
と
き
で

も
、
希
望
以
上
の
提
案
を
し
な
け
れ
ば

い
け
ま
せ
ん
。
職
人
の
皆
さ
ん
と
協
力

し
て
形
に
し
て
い
き
、
お
客
様
の
喜
ん

だ
顔
を
見
る
こ
と
が
何
よ
り
の
や
り
が

い
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
建
築
に
関
わ
り
た
い

下
條
さ
ん
―
就
職
し
て
一
年
半
が
経

ち
、
建
築
が
好
き
だ
と
い
う
気
持
ち
が

強
ま
り
ま
し
た
。
今
後
も
ス
キ
ル
ア
�

プ
し
て
も
っ
と
お
客
様
の
お
役
に
立
て

る
よ
う
に
な
り
た
い
で
す
。

高
橋
さ
ん
―
最
近
は
自
分
の
仕
事
が
誇

れ
る
よ
う
に
な
り
楽
し
く
な
っ
て
き
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
は
現
場
で
働
く
職
人

の
皆
さ
ん
が
持
つ
技
術
や
思
い
な
ど
へ

の
理
解
も
深
め
て
、
長
く
建
築
に
関
わ

っ
て
い
き
た
い
で
す
。

・新築、リフォーム、
　インテリア、宅地建
　物取引業 
・十日町市中条中町
・従業員24人
・☎752-5477
・住宅に関する困り事など、お客様の目線で解決します。
「十日町産業文化発信館いこて」も元気に営業中！

■㈱フラワーホーム 

求人
あり

山崎 亮さん
（㈱s

スタジオ

tud io-L
エル

代表）

青木 淳さん
（㈱青木淳建築計画事務所）



催
し
・
講
座

募
　
集

福
祉
・
健
康

子
育
て

ス
ポ
ー
ツ

く
ら
し
・
相
談

催
し
・
講
座

募
　
集

福
祉
・
健
康

子
育
て

ス
ポ
ー
ツ

く
ら
し
・
相
談
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お知らせ・ガイド
休館日日時 会場 対象者 料金 （記載がないときは無料） 内容定員

締め切り 申し込み ＦＡＸ問い合わせその他講師持ち物

日 休 会 対 ￥ 定 内
他 〆 申 問 Ｆ持 講

市報とおかまち　平成27年11月10日号23

十日町・川西・中里地域と松代・松之山地域間の☎には市外局番 025 が必要ですお知らせ・ガイド

「
税
を
考
え
る
週
間
」
に
さ
ま
ざ

ま
な
広
報
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　
本
年
度
は
「
税
の
役
割
と
税
務

署
の
仕
事
」
が
テ
ー
マ
で
す
。
国

税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp
://

w
w
w
.n
ta
.g
o
.jp

）
内
で
、「
税

務
署
の
仕
事
」
の
動
画
配
信
な
ど

で
紹
介
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
十
日
町
税
務
署
（
☎
７
５
２
―

３
１
８
１
）

【
市
報
お
詫
び
と
訂
正
】

　
市
報
10
月
25
日
号
11
ペ
ー
ジ
下

段
の
「
地
域
保
育
園
」
の
電
話
番

号
が
誤
っ
て
い
ま
し
た
。
正
し
く

は
水
沢
南
部
保
育
園
（
☎
７
５
８

―
２
２
２
９
）、白
梅
保
育
園
（
☎

７
５
２
―
４
９
５
９
）
で
す
。
お

詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

地籍調査（住所表示変更）市街第６・７計画区
住所表示が変更になります

相談内容 相談窓口 電話番号 開設期日／時間

配偶者やパート
ナーからの暴力

新潟県女性福祉相
談所（配偶者暴力
相談支援センター）

☎025-381-1111 月～金曜日／午前８時30分～午後５時15分

ＤＶ・児童虐待相
談フリーダイヤル

☎0120-26-2928 毎日／午前９時～午後10時

子育て支援課 ☎757-3719 月～金曜日／午前８時30分～午後５時15分
配偶者やパート
ナーからの暴力・
ストーカー被害・
性的嫌がらせ

女性被害110番 ☎025-281-7890 月～金曜日／午前８時30分～午後５時15分

十日町警察署
生活安全課

☎752-0110
24時間対応（夜間、土・日曜日、祝日、
年末年始は当直の警察官が対応）

女性の人権問題

女性の人権ホット
ライン（新潟地方
法務局人権擁護課
内 ）

☎0570-070-810
（全国共通）	
☎025-229-0211
（PHS・IP電話用)

月～金曜日／午前８時30分～午後５時15分
※11月16日〜22日は強化週間
　・16日〜20日は午後７時まで延長
　・21日・22日は午前10時〜午後５時

新潟地方法務局十
日町支局 

☎752-2575 月～金曜日／午前８時30分～午後５時15分

職場での性的嫌
がらせや性別に
よる差別

新潟労働局雇用均
等室

☎025-288-3511 月～金曜日／午前８時30分～午後５時15分

女性の総合相談

新潟県男女平等推
進相談室

☎025-285-6605
月～金曜日／午前11時～午後６時（受付
は午後５時30分まで)、土曜日／午前10
時～午後５時（受付は午後４時30分まで）

女性相談専用電話
（企画政策課内）

☎757-3701 月～金曜日／午前８時30分～午後５時15分

11月12日㈭〜25日㈬「女性に対する暴力をなくす運動」期間です
一人で悩まず相談してください

　配偶者やパートナーからの暴力・セクシュアルハラスメント（性的嫌がらせ）・ストーカー行為・

性犯罪などは女性の人権を侵害するものであり、決して許される行為ではありません。このような

問題で悩んでいるときは、ぜひ相談してください。

問企画政策課協働推進係（☎757-3693）

は
中
止
の
場
合
あ
り

内
仕
事
で
も
使
え
る
、
便
利
な
関

数
の
活
用
法

会
・
申
・
問
郵
便
番
号
・
住
所
・

氏
名
・
電
話
番
号
を
記
入
し
、

は
が
き
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
電
話

で
〒
９
４
８

｜

０
０
７
２
西
本

町
2

｜

1

｜

1
情
報
館
（
☎
７

５
０

｜

５
１
０
０
、
Ｆ
７
５
０

｜

５
１
０
３
）

魚
沼
圏
域
救
急
医
療
フ
ォ
ー
ラ
ム

　
魚
沼
基
幹
病
院
開
設
な
ど
で
改

善
し
た
、
新
し
い
医
療
環
境
で
の

魚
沼
の
救
急
医
療
を
考
え
ま
す
。

日
11
月
21
日
㈯
午
前
２
時
～
４
時

30
分

会
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ホ
ー
ル
「
さ

わ
ら
び
」（
南
魚
沼
市
）

内
基
調
講
演

：

「
魚
沼
地
域
医
療

再
編
と
救
急
医
療
」、
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム

：

「
地
域
で
創
る
、
新

し
い
魚
沼
の
救
急
医
療
」
※
座

長
・
富
田
浩
さ
ん
（
十
日
町
市

中
魚
沼
郡
医
師
会
長
）

講
山
﨑
理
さ
ん
（
県
福
祉
保
健
部

副
部
長
）

問
十
日
町
地
域
振
興
局
健
康
福
祉

部
（
☎
７
５
７

｜

２
４
０
０)

看
護
協
会
十
日
町
支
部
公
開
講
演

患
者
の
思
い
と
医
療
安
全

を
考
え
る

日
11
月
28
日
㈯
午
後
1
時
30
分
～

3
時
30
分
※
受
付
1
時
～

会
ク
ロ
ス
テ
ン

講
豊
田
郁
子
さ
ん
（
新
葛
飾
病
院

医
療
安
全
対
策
室
）

問
中
条
病
院
看
護
部
長
室
（
☎
７

５
７

｜

３
０
１
８
）

子
ど
も
博
物
館

縄
文
ス
ノ
ー
ド
ー
ム
づ
く
り

　
家
庭
用
オ
ー
ブ
ン
で
焼
け
る
粘

土
で
作
っ
た
ミ
ニ
チ
ュ
ア
土
器
や

土
偶
を
入
れ
た
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の

ス
ノ
ー
ド
ー
ム
を
作
り
ま
す
。

日
12
月
12
日
㈯
午
後
１
時
30
分
～

３
時
30
分

対
小
学
４
～
６
年
生
※
保
護
者
の

参
加
可

￥
千
円
※
材
料
費

定
先
着
10
人

持
汚
れ
て
も
よ
い
服
装

〆
11
月
28
日
㈯

会
・
申
・
問
市
内
小
学
校
に
配
布

し
た
申
込
書
に
参
加
費
を
添
え

て
博
物
館
（
☎
７
５
７

｜

５
５

３
１)

臨
時
福
祉
給
付
金
の
申
請

は
済
み
ま
し
た
か
？

－

申
請
期
限
は
12
月
28
日

－

　
対
象
と
思
わ
れ
る
人
に
は
申
請

書
類
を
送
付
し
ま
し
た
。
期
限
ま

で
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

【
臨
時
福
祉
給
付
金
と
は
】

　
国
が
消
費
税
率
引
き
上
げ
に
よ

る
影
響
を
緩
和
す
る
た
め
市
県
民

税
非
課
税
者
に
支
給
す
る
給
付
金

で
す
。
詳
細
は
市
報
8
月
25
日
号

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
よ
く
あ
る
質
問

●
自
分
に
は
申
請
書
が
届
い
て
い

る
が
、
母
に
は
届
い
て
い
な
い

申
請
書
は
税
の
扶
養
世
帯
単
位

で
発
送
し
て
い
ま
す
。
母
が
非
課

税
者
で
も
、
別
世
帯
の
課
税
者
に

扶
養
さ
れ
て
い
る
た
め
に
対
象
外

で
あ
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

●
申
請
書
に
子
ど
も
な
ど
の
名
前

が
記
載
さ
れ
て
い
な
い

基
準
日（
平
成
27
年
1
月
1
日
）

時
点
で
税
の
扶
養
に
し
て
い
な
い

16
歳
未
満
の
子
ど
も
や
、
16
歳
以

上
で
も
税
の
未
申
告
者
は
記
載
さ

れ
て
い
ま
せ
ん
。
親
が
支
給
対
象

者
で
、
収
入
の
な
い
子
ど
も
の
名

前
が
申
請
書
に
記
載
さ
れ
て
い
な

い
と
き
は
、
手
書
き
で
氏
名
な
ど

を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

●
「
未
申
告
の
お
た
ず
ね
」
が
届

い
た
が
、
申
請
書
は
い
つ
届
き

ま
す
か
？

未
申
告
の
お
た
ず
ね
は
、
世
帯

に
非
課
税
者
が
い
な
い
場
合
で
、

世
帯
員
の
全
員
も
し
く
は
一
部
の

人
が
税
の
未
申
告
者
の
と
き
に
送

付
し
て
い
ま
す
。
税
務
課
で
簡
易

申
告
（
所
得
な
し
）
す
る
こ
と
で

申
請
書
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

そ
の
他
不
明
な
点
や
、「
対
象

だ
と
思
う
が
申
請
書
が
送
ら
れ
て

こ
な
い
」「
対
象
だ
と
思
う
子
ど

も
の
氏
名
を
記
入
し
な
い
で
既
に

提
出
し
て
し
ま
っ
た
」
な
ど
の
と

き
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

申
・
問
福
祉
課
援
護
係
（
☎
７
５

７

｜

９
７
３
９
）
ま
た
は
各
支

所
市
民
課

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
の

ご
利
用
を
お
忘
れ
な
く

　
今
年
度
発
行
し
た
「
十
日
町
市

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
」「
大
地
の

芸
術
祭
限
定
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品

券
」「
Ｍめ

ご

さ

ん

Ｅ
Ｇ
Ｏ
３
応
援
券
」
の

利
用
期
間
が
終
了
し
ま
す
。返
金
・

換
金
な
ど
は
で
き
ま
せ
ん
。
忘
れ

ず
に
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

●
利
用
期
間
＝
11
月
30
日
㈪
ま
で

問
産
業
政
策
課
（
☎
７
５
７

｜

３

１
３
９
）
ま
た
は
十
日
町
商
工

会
議
所
（
☎
７
５
７

｜

５
１
１

１
）

青
色
申
告
決
算
書
の
説
明
会

【
営
業
所
得
関
係
】

日
／
会
12
月
１
日
㈫
午
前
10
時
～

11
時
30
分
・
午
後
1
時
30
分
～

3
時
／
中
央
公
民
館
、
12
月
３

日
㈭
午
後
1
時
30
分
～
3
時
／

松
代
総
合
セ
ン
タ
ー

【
農
業
所
得
関
係
】

日
12
月
４
日
㈮
午
前
10
時
～
11
時

30
分

会
十
日
町
農
業
協
同
組
合
本
店

〈
共
通
〉

問
十
日
町
税
務
署
個
人
課
税
部
門

（
☎
７
５
６

｜
６
０
０
１
）

11
月
11
日
㈬
～
17
日
㈫
は

税
を
考
え
る
週
間
で
す

　
国
税
庁
で
は
、
租
税
の
意
義
や

役
割
、
税
務
行
政
に
対
す
る
知
識

と
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
た
め
、

地籍調査が完了し、11月16日㈪をもって住所表示が変更

になる予定です。住所表示変更手続きに必要な各種証明書や

手続きのしおりなどは、11月19日㈭以降に該当する人へ発

送します。

※新旧地番対照表や手続きのしおりは市ホームページでも閲

覧できます

●市街第６計画区＝学校町１、学校町２、川原町、

　　　　　　　　　田川町３（一部）

●市街第７計画区＝上川町、田川町１～３

■変更例

問都市計画課地籍調査係（☎757-3342）

変更前表示 変更後表示

十日町市辰甲○○番地 十日町市学校町一丁目○○番地

十日町市卯○○番地　 十日町市田川町一丁目○○番地



Serialization corner 連載コーナー

里
山
で
育
ま
れ
た
知
恵
や
技
を
ぜ
ひ
紹
介
し
て
く
だ
さ
い
。
自
薦
他
薦
は
問
い
ま
せ
ん
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
企
画
政
策
課
広
報
広
聴
係
☎
７
５
７

�

３
１
１
２
ま
で

市報とおかまち

連載コーナー Serialization corner

　市内各地から集まる、幼児から60代までの約30人のメンバーは、月・木曜
日の夜（不定期）十日町小学校の体育館などで練習を重ねています。
　新たな仲間も募集中！

　毎年参加している「ほくほく線元気
まつりinまつだい」。10月18日、ステ
ージ演舞と商店街でのパレード演舞
は、お客さんの喝采に包まれました。
「額に汗したあとのソバやビールは格
別！」と、終わった後のメンバー同士
での慰労も欠かせません。

　県内を中心に、現在は年間
10～15回、地域のイベント
や祭りをはじめ、保育園や福
祉施設で活躍しています。
10月４日には、千手中央コ
ミュニティセンターで開催さ
れた市民活動見本市「めっか
めっか」にて、力強い演舞を
披露しました。

24市報とおかまち　平成27年11月10日号市報とおかまち　平成27年11月10日号25

妻
有
踊
り
隊 

華か
え
ん焔

華
麗
な
舞
で
地
域
の
旗
振
り

　「
明
る
く
楽
し
く
元
気
よ
く
！
」
を
モ
�
ト
�
と
す
る
華
焔
、
幼
児
か
ら
60
代
ま
で

が
一
緒
に
踊
る
よ
さ
こ
い
チ
�
ム
で
す
�
年
齢
に
関
わ
ら
ず
「
み
ん
な
大
人
だ
と
思
�

て
つ
き
あ
う
」
姿
勢
は
共
に
育
ち
合
う
環
境
を
は
ぐ
く
み
、
催
し
や
市
内
各
施
設
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
場
で
、
踊
り
を
通
じ
て
笑
顔
の
輪
を
つ
な
い
で
い
ま
す
�

◆
問
合
せ

：

代
表
・
小
川
文
江
さ
ん
︵
☎
０
８
０
︱
８
１
７
０
︱
２
２
７
８
︶

活
動
を
紹
介
し
た
い
団
体
を
募
集
し

て
い
ま
す

ひ
と
サ
ポ
　
☎
７
６
１

�

７
４
４
４

市民活動
ネットワ

ークひと
サポが、

旬な人・
団体を紹

介します
。

連載コーナー

92

　和子さんは旬のものを生
かし、季節を感じさせる料
理をたくさんつくってくれ
ます。当たり前だった私た
ちの原点を思い起こさせて
もらえます。

❶

❹❷ ❸

お
ら
ほ
の

た
か
ら

｜ 

つ
な
ぐ
知
恵
と
技 

｜

6

　
平
成
14
年
、
市
民
運
動
会
で
よ
さ
こ

い
を
披
露
し
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、

翌
年
の
雪
ま
つ
り
へ
向
け
て
約
１
０
０

人
の
希
望
者
が
集
ま
り
、
熱
気
に
溢
れ

た
ス
テ
ー
ジ
を
展
開
。
終
了
後
、
小
川

文
江
さ
ん
（
63
歳
・
袋
町
）
は
「
仲
間

づ
く
り
の
場
に
し
た
い
」
と
、
有
志
と

一
緒
に
「
華
焔
」
を
結
成
し
ま
し
た
。

　「
年
齢
が
幅
広
い
分
、
み
ん
な
が
無

理
せ
ず
楽
し
め
る
振
り
付
け
や
バ
ラ
ン

ス
を
考
え
る
の
が
大
変
」と
小
川
さ
ん
。

「
見
て
い
る
人
の
元
気
が
、
私
た
ち
の

元
気
に
な
る
」
と
、
先
々
で
出
会
う
笑

顔
を
力
に
活
動
を
続
け
て
き
ま
し
た
。

　
５
年
ほ
ど
前
か
ら
、
踊
り
の
指
導
・

会
計
な
ど
の
役
割
分
担
、
活
動
を
離
れ

て
い
た
子
ど
も
た
ち
の
復
帰
な
ど
、
新

た
な
動
き
が
出
て
き
ま
し
た
。
長
ら
く

八
面
六ろ
っ
ぴ臂
の
活
躍
を
し
て
き
た
小
川

さ
ん
は
、「
周
り
に
愛
さ
れ
る
グ
ル
ー

プ
と
し
て
続
い
て
ほ
し
い
」
と
期
待
し

ま
す
。
年
代
や
経
験
の
異
な
る
人
の
集

う
グ
ル
ー
プ
が
摸
索
し
て
き
た
テ
ー
マ

は
、
互
い
を
生
か
す
地
域
づ
く
り
の
課

題
と
も
重
な
り
ま
す
。
パ
ワ
ー
み
な
ぎ

る
舞
い
は
、
関
わ
る
皆
の
心
に
焔
ほ
む
ら

を
灯

し
、
こ
れ
か
ら
を
照
ら
し
ま
す
。

関係をつなぐ、会話をつなぐ
自然の恵み

❶皮むきはお手のもの。「いっ

ぱいあるとイヤになるけどね」。

❷軒先に吊るして干し柿に。ヘ

タについている小枝を長めにす

るのがコツ。❸❹焼酎につけ、

袋に入れて密封し約１週間ほど

そのままに。渋抜きした柿は食

後のデザートやお茶のお供にな

ります。

地
域
お
こ
し
協
力
隊

植
野 

健
太
郎
さ
ん

取
材
し
た
人

�
の
中
心
と
な
っ
て
活
躍
し
た
和
子
さ

ん
。「
メ
ニ
ュ
ー
は
固
定
し
な
い
で
、
そ

の
と
き
に
な
っ
た
地
の
も
の
を
使
い
ま
し

た
。
そ
の
方
が
お
客
さ
ん
に
も
喜
ん
で
も

ら
え
る
し
、
会
話
も
弾
み
ま
す
」。

　「
な
ん
で
も
出
来
過
ぎ
る
と
近
所
に
配

り
ま
す
。
そ
れ
が
き
っ
か
け
で
い
ろ
ん
な

話
が
で
き
る
し
ね
」。
季
節
の
収
穫
物
は
、

家
族
や
近
所
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
�
ン

に
欠
か
せ
な
い
も
の
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　「
父
ち
�
ん
が
、
急
に
い
っ
ぱ
い
採
っ

て
く
る
も
ん
だ
か
ら
大
変
で
」
と
言
い
な

が
ら
も
笑
み
が
こ
ぼ
れ
ま
す
。
柿
の
木
を

植
え
て
約
20
年
。「
父
ち
�
ん
が
採
っ
て
、

私
が
処
理
す
る
」。
毎
年
の
秋
作
業
で
す
。

　
関
東
で
夫
と
出
会
い
、
下
蝦
池
に
嫁
い

で
41
年
目
。「
方
言
の
会
話
が
英
語
み
た

い
に
聞
こ
え
て
、
最
初
は
輪
に
入
れ
な
か

っ
た
」
と
、結
婚
当
時
を
振
り
返
り
ま
す
。

　
今
年
の
大
地
の
芸
術
祭
で
、
布
川
カ
フ

柿
の
渋
抜
き
・
干
し
柿

大
見 

和
子
さ
ん
（
下
蝦
池
・
61
歳
）
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千手小学校
125

50
メ
ー
ト
ル
走
あ
と
少
し
！

西
野
　
碧
あ
お
い

さ
ん
（
２
年
）

　ハチが空をとんでさんぽして
います。しっぽにしっかり色を
ぬって、こまかくスクラッチす
るのが大変でした。足を本物み
たいにこまかくかけました。

　お話『手ぶくろを買いに』で、
小ぎつねが手ぶくろを買ってき
た場面です。白に少し黄色をま
ぜて、月にてらされた雪の色に
したところを工夫しました。

　色をまぜて本物のようにカー
テンをぬったり、木の色を変え
てぬったりしたところを工夫し
ました。「日本一」の字も、本
物に似せてかきました。

　近いものは大きく、遠いもの
は小さく見せるところを工夫し
ました。ドアのおくで人が勉強
をしているところが上手にでき
ました。

　後ろの人においつかれないよ
うにはやく走りました。ゴール
直前でスピードをあげて走って
いるところをかきました。

空
と
ぶ
ハ
チ

高
橋
　
路み
ち

さ
ん
（
３
年
）

手
ぶ
く
ろ
を
買
い
に

星
名
　
茉ま

　き樹
さ
ん
（
４
年
）

思
い
出
に
残
る
体
育
館

上
原
　
麻あ
さ
み未

さ
ん
（
６
年
）

筆
箱
と
学
校
の
風
景

佐
藤
　
花か
の
ん音

さ
ん
（
５
年
）

　

生
活
科
で
育
て
た
あ
さ
が

お
に
小
人
が
く
だ
も
の
を
運

ん
で
い
る
と
こ
ろ
を
想
像
し

な
が
ら
絵
に
し
ま
し
た
。
葉

っ
ぱ
の
形
が
う
ま
く
で
き
た

の
で
気
に
入
っ
て
い
ま
す
。

ぼくのあさがお

小林　美
みなみ

波さん（１年）
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